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機器・施設紹介

薄膜応力測定装置
～薄膜の応力（反り）を測定～

薄膜応力測定装置
商品名：ＦＬＸ　２３２０－Ｓ
　　　　 【東朋テクノロジー株式会社】　　　

FLX 2320-Sの外観

　　　

薄膜応力

平成27年度（財）ＪＫＡ機械工業振興補助事業（競輪補助
事業）により機械金属，電子電機業界の振興を図るため，
金属材料を中心とした各種工業材料及び工業製品の評価
技術の高度化を目的に次の機械を設置しました。

　スマートフォン，テレビや自動車などの私たちの身近
にあるほとんどの電子機器には，シリコンウエハなどの
平らな基板の上に金属や酸化物の極めて薄い膜（１／
１００００ｍｍ程度）を成膜する技術が用いられてい
ます。成膜された基板は，一見平坦に見えても，板が反っ
ていることがあります。この「反り」は膜の「応力」と呼ば
れているものにより発生します。応力が大きくなったり，
一部分に集中すると薄い膜が剥がれたり，板が割れたり
するので，膜の応力を把握することは重要です。

機器の内容

　本装置は，試料の非常に小さな反りを高精度に測定
することができます。測定の際，試料表面上にレーザー
を照射し，試料表面から返ってきたレーザーの反射角度
を読み取り，曲率（湾曲している度合）に変換します。さら
に，この曲率をストーニーの式と呼ばれる式を用いて，
応力に変換します。このように，レーザーを照射するだけ
の簡単な測定によって，製品の応力を非破壊で測定する
ことができます。

機器の用途

　本装置は，金属，セラミックス，プラスチックなどの上
に作製された薄い膜の応力，拡散係数，線膨張係数，弾
性係数などを測定することができます。また，測定する方
向を90°変化させ，反りの変化を3Dプロットとして表示さ
せることもできます。

担 当 チ ー ム ：表面処理チーム
使用料・手数料：要相談

（表面処理チーム　山本 貴代）

機器の仕様
：1～4000MPa
：75～200mmφ
：200mm
：670または780nm

測 定 応 力 範 囲
サンプルサイズ
ス キ ャ ン 範 囲
レ ー ザ ー 波 長

（平成27年度JKA補助物件）
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知恵産業融合センター

成果事例紹介

ブランド確立プロジェクト
「京の酒を楽しむ和のしつらえ」

　海外での日本酒需要の高まりや和食ブームを受け
て，日本酒と酒器などの周辺アイテムをパッケージに
したしつらえをブランド化し，海外販路拡大を目指す

「京の酒を楽しむ和のしつらえ」ブランド確立プロジェ
クトに取り組みました。
　本プロジェクトは，日本酒と周辺アイテムを切り口に
日本文化の魅力を広く発信することをコンセプトに，
清酒メーカーである黄桜株式会社をはじめ，風呂敷製
造販売・陶芸・竹材など，様々な分野の京都のものづく
り企業８社が参加し，日本の四季や地域，道具等につ
いて議論を重ねました。
　海外の料理店での採用を目指した協議の中では，
お酒等の情報をお客様により深く知っていただくため
に，携帯電話等から情報を読み取ることができるＱＲ
コードを西陣織の技術を活用して敷物に織り込むな
ど，各社の強みを活かしたアイデアが集まりました。

　また，留学生やお酒の専門家を目指す海外の方から
実際に日本酒やしつらえに対する意見を聴取し，「日本酒
にはプレミアムなイメージがある」，「ヨーロッパの食器
と違いお猪口は素材や形などの種類が豊富で面白い」
等，多くの意見をいただきました。
　取組の成果として，日本文化の魅力をつめ込んだ「四
季を楽しむ」，「利酒」，「器を知る」の３つのセットを試作
し，産技研ショールーム「京乃TANA」にて展示しており
ますので，是非ご覧ください。
　今後は，インバウンド消費が好調な国内市場にも焦
点を当て，引き続き，「京の酒を楽しむ和のしつらえ」と
してのブランド強化，販路拡大に取り組んで参ります。

【参画事業者】
黄桜株式会社，佐々木酒造株式会社，株式会社山本本家，
三和化工株式会社，三木竹材店，宮井株式会社，
岱﨑織物株式会社，有限会社楽入

　知恵産業融合センターでは，企業独自の強みや京都の特性を活かし
ながら，新たな知恵によって新技術・新製品に取り組む企業への開発支
援や販路開拓支援を行っています。
　今回は，日本酒の海外展開に向けた企業８社の取組をご紹介します。 

「四季を楽しむ」セット 「利酒」セット 「器を知る」セット


